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講師紹介

---
- 講師紹介

　Name     ：村田 龍洋

　Company ：サイオステクノロジー株式会社

　Dept ：DX Product & Integration Service Line

- Task
　2002年 サイオステクノロジー（当時のテンアートニ）に入社

　ハードウェア部門、Linux/OSSサポート部門を経て、現在の事業企画へ

　エンタープライズ向けのOSSサブスクリプション製品
　（EnterpriseDB,Red Hat など）の事業企画を担当
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SIOSとRed Hatの関係

2010

2020

2000

1999年11月8日
システムインテグレータ6社と
ディストリビュータ契約を締結

2003年7月7日
テンアートニとレッドハット、
Red Hat Enterprise Linuxの
販売で提携

2017年5月16日
Ansibleの運用支援サポート
サービス提供を開始

2020年12月09日
Red Hat Kubernetes 
Operator Projectに参画

2015年7月30日
認定クラウド＆サービスプロバイダー
プログラムCCSP）」のディストリ
ビューター（CCSP-D）として選定
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OSSを知るSIOSの強み

Docker／Kubernetes ...

Kong, nginx ...

PostgreSQL

Kafka

Grafana, Falco ...

Red Hat OpenShift, 
EKS, AKS, GKE...

Red Hat 3scale 
API Management

EDB Postgres for Kubernets

Red Hat AMQ, 
Confluent

Sysdig, Dynatrace

API Event streaming

MonitoringDatabase

Container Platform



クラウドネイティブアプリケーション
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クラウドネイティブアプリケーションが求められる背景

不確実性の高い世の中の流れに対応するために、次の要求に応えるアプリケーション
開発が求められている。

● 市場のニーズや新たなアイデアをいち早く形に出来る
● 顧客や市場のニーズに合わせて改変が可能
● 需要に合わせて拡大・縮小が可能

既存の手法（一枚岩のモノリスアプリケーション）ではこの要件を満たすのは難しい
● 増加するアプリケーションのコード・開発期間の長期化
● アプリケーションの拡大とともにアップデートの難易度増加、テストの負荷も増加
● 障害発生時のダウンタイム、障害対応の複雑化

クラウドネイティブアプリケーションに最適なプラットフォームとして OpenShiftは注目されています
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Red Hat OpenShift とは

エンタープライズレベルで利用できるコンテナプラットフォームを提供

● 200 以上の検証済み統合

● 何百もの欠陥とパフォーマンスの修正

● 認定コンテナエコシステム

● 9年のエンタープライズライフサイクル管理

● Kubernetesへの貢献
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Red Hat Summit 2022 から見えるメッセージ

「オープンソース」「ハイブリッド・クラウド」の重要性がキーノートセッションからも語られた
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Red Hat Summit 2022での大きな発表

1. Red Hat Enterprise Linux9 （RHEL9）公開

a. RHELイメージの一般提供のほか、クラウドプロバイダーからも提供が開始、

Red Hat Cloud Accessにて既存ライセンスの持ち込みでも利用ができること

を確認済み

OpenShift関連では Red Hat OpenShift Streams for Apache Kafka と Red Hat 
OpenShift Registry のGAが発表された。

レッドハット社の最近の傾向として、JAVAアプリケーション（Kubernetes Native Java 
Framework のQuarkus）のコンテナ化に関連するソリューションやAPI（3Scale）、分散
メッセージキュー（Kafka）などのアプリケーション側の強化が行われている。



©SIOS Corporation. All Rights Reserved

クラウドネイティブのためのプラットフォーム

Red Hatが戦略上のメッセージとして発信している

「オープン・ハイブリッドクラウド」戦略は、Red Hat 
Enterprise Linux、Red Hat OpenShift、Red 
Hat Ansible Automation Platform の技術的基

盤に基づいています。

オープン・ハイブリッドクラウドとは

アプリケーションのハイブリッドミックスを設計、開発、運

用するために Red Hat が推奨する戦略であり、デジタ

ルビジネスの変革に必要なスピード、安定性、規模を備

えた、真の柔軟なクラウドエクスペリエンスを提供しま

す。



©SIOS Corporation. All Rights Reserved

Red Hat Enterprise Linux 9 公開より

RHEL9 パフォーマンスの改善（RHEL8.4から9.0の比較）

最新のチップセットへの対応（CPU，Networkなど）による性能向上

● CPU中心ワークロード ＝ 1〜4％

● Network 中〜大パケットスループット＝ 4＝24％

● ストレージ 特に高速NvME
○ Database＝5％〜20％

○ 種々のアプリケーション＝最大40％
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Red Hat Enterprise Linux 9 公開より

RHEL9のセキュリティ機能と改善点

○ SELinux
○ システム全体の暗号化ポリシー 
○ 未認可・改竄プログラムの実行防止 
○ ストレージ暗号化 
○ OpenSCAPでのポリシーチェック

○ Red Hat Insightsでの脆弱性管理

○ Red Hat Identity Management
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OpenShiftセッションより

Automating application security for cloud-native apps
ソフトウェアサプライチェーンのセキュリティ向上の一例

早いフェーズでのセキュリティへの対処が求められる中で、組織が構築するコードだけ

でなく、アプリケーションを構成するあらゆる依存関係や成果物にどのように信頼を持て

るのか？

そのプロセスを確立するための考え方を以下の製品を使った形で例として紹介がされて

います。 

○ OpenShift DevSpaces
○ OpenShift Pipelines
○ OpenShift GitOps
○ Red Hat Advanced Cluster Security



Red Hat OpenShiftに対応するPostgreSQL
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Red Hat Ecosystem Catalog

PostgreSQL Operator for mission 
critical databases in Openshift 
Container Platform

https://catalog.redhat.com/software/o
perators/detail/5fb41c88abd2a6f7dbe
1b37b

https://catalog.redhat.com/software/operators/detail/5fb41c88abd2a6f7dbe1b37b
https://catalog.redhat.com/software/operators/detail/5fb41c88abd2a6f7dbe1b37b
https://catalog.redhat.com/software/operators/detail/5fb41c88abd2a6f7dbe1b37b
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EDB Postgres for Kubernetes

最新のCapability Levelsでは、Level ⅤのAuto Pilotを実
現している
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EDB Postgres Vision Tokyo 2022にて

最新情報と更に詳しい内容を知りたい方はぜひご登録の上、セッションをご視聴ください。




